
家庭部会

研究主題 生活力を育む指導の在 り方

一生徒による授業評価を生かした授業の改善一

1主 題設定の理由

「生きる力」を培 うことを基本として改訂された学習指導要領は、今年度から学年進行で実施 された。

家庭科で 目指すものは、これまでも重視 し、実践を積み重ねてきた 「家庭生活 を営むために必要な衣食住

や消費生活などに関する知識 ・技術を総合的に身に付けること」である.さ らに、社会の変化の激 しい今 、

少子高齢化や男女共同参画社会等の進展に対応 し、男女が協力 して家庭生活や地域の生活を創造す る能力

と態度の育成 も極めて重要である。

換言すれば.生 徒一人一人が自立して生活を送 り、そのための目的や方法、価値を把握できることが求

められているのである。また、変化する現代において、生活の質の向上を目指す確かな生活観を持ち、自

己の生活に対する評価や批判のできるカ も必要である.

「東京の教育21」 開発委員会家庭部会では、衣食住や消費生活などに関す る基本的な知識や技術を確

実に身に付け、生徒が自立した生活ができるとともに、地城の生活にかかわ り創造するカを、r生きるカ」

の育成 とかかわって 「生活力」と定義 した.生 徒の実態や生徒を取 り巻 く環境の変化に着 目す ると、二人
一人の生徒が確実に 「生活力」を身に付 けていくことが求められる。

そのため、高校時代には確かな判断力や豊かな創造力を持ち、これか らの社会の中でよりよく生きよう

とす る方法を追求す る体験や経験が必要である。また、豊かな人間性を育むためにも、生活に関す る事象

を体験を通 して学び、社会との関係を理解す ることが大切であ り、このことを通 して、アイデ ンテ ィテ ィ

の確立にもつながる。
一方
、平成16年 度 より全都立高校で実施 される 「生徒による授業評価」をふまえ、また、これまでの本

部会における評価方法の開発 と活用方法の研究成果を生かし、擾業改善のための方策を研究することに し

た,生 徒による授業評価がより効果的に実施され、授業改善に生きて働 くために、本部会では、生徒の自

己評価能力を高める 「生徒による自己評価」を同時に実施 した,ま た 「生徒による授業評価」にも、評価

規準を活用することが重要である。そこで、この両面か ら相互的な評価活動を行 うことにより、授業並び

に評価の改善に生かすことができると考え、上記研究主題を設定 して、研究を行 うこととした。

皿 生 活 力 を 育 む 評 価 の 方 法

1家 庭科 にお ける 「生徒 による授業解価」の実施状況調 査 と分析

(1)回 答校 敷及び回答 人数

学校数148校(普 通科104家 政科8商 業科13工 業科19農 業科1国 際科1総 合学科2)

人 数200名 ・

②

(3)

(4)

ア

(ア)

調査 時期 平成15年6月

調査 方法 都立高校家庭科担当教員を対象にした質問用紙による記入式回答

集計結 果 と分析

「生徒による授業評価」について

「生徒による授業評価」の実施状況

授業評価 を行 っている教員は全体の約4割 であった。家庭科では、これまでも授業評価を行っている

教員が多く、授業内容の理解度を知る方法 として活用されている。

授業評価を行 うための評価用紙の作成は、授業担

当者43%、 教科27%、 学校全体15%の 順に高く、学

校運営連絡協議会等における評価委員会によるもの

は9%で あった。また、全体の7割 が家庭科におい

て評価用紙を作成 している。この結果から、家庭科

と して独 自の授業評価を行っていることが考えら

れ、授業改善に生かそうとする姿勢が見られる。

実施して

いない

61%
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(イ)実 施 時期 とその内訳

授業中における実施皐は55%、 授業以外での実施

率は45%で あった。

授業中の実施では、学期末の実施が約4割 と最 も

多く、次いで学年末、毎時問ごとの順である。毎時

間行っている教員は、ワークシー ト等を活用 して実

施 している。授業以外の実施 では.定 期考査時に行

っている場合が約6割 であるu

(ウ)実 施形態 とその方 法

実施形態は、「評価用紙を用いて行 う」が約5割 で

最も多 く、次いで 「テス トの中で行 う」、「ワー クシ
ー トの中で行 う」の順である

.

これは、実施時期 との相関関係が見られ る。評価

用紙やテス トの中で行 う場合 は、学期末に実施 し、

ワークシー トの中で行 う場合 は、毎時間の授業の中

で実施 していると考えられ る、

(⇒ 実施回数

実施回数は、年間で3回 行 っている場合が最 も多

く、次いで1回 、2回 の順 となっている。 これは、

実施形態の違いによって、その回数も異なるもの と

考えられる,

評価調査方法は自由記述式tlS約5割 と最 も多い。

段階別式は約3割 が実施 してお り、その中では5段

階による評価方法が最も多かった。

(オ)評 価項 目

評価項 目を分類す ると、指導内容に関するものが

40%で あ り、指導方法に関す るものが35%、 授業へ

の取組み方と生徒への接 し方がそれぞれ10%で ある

ことが分かった。その項 目には、大きな偏 りがなく、

ほぼ共通 した項 目を設定 していることが分かった。

(カ)評 価結 果の提示 と授 業改善への活用

評価結果を提示 している教員は5割 であり、提示

先の大部分は生徒である。提示 している教員の中に

は、評価結果の一部のみ を提示 している場合 もあっ

た。提示方法 としては、ロ頭で生徒に伝 えている場

合が多い。

提示 していない教員 も5割 お り、提示 していない

理由については、個人の参考 にす る、必要性 を感 じ

ない、時間力宝取れない、提示す る機会がない等が挙

げられた。

授業評価 を行っている教員の うち、それ を授業改

善に生かしている教員は95%で あった。具体的には、

授業や進度の レベルを調整 した、生徒から理解 しに

くいとあった箇所 を改善 した、教材 を生徒の実態に

合わせている.次 年度の授業計画や授業展開を改善

した等があった.

毎時間学年末 ごと

13%13%10%

授業時間外の実施内訳

その他
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イ 「生徒 によ る自己評価」 について

(ア)「 生徒 による自己評価」の実施状況

自己評価を導入 している教員は全体の半数お り、

授業評価の実施畢より高い。これは、「生活に必要な

知識 と技術を習得 させ、男女が協,カして家庭や地域

の生活 を創造する能力と実践的な櫨度を育てる.」と

い う教科の目標達成において、生徒 自身の取組み状

況を把握するためであると考えられる。

(イ)実 施時期 とその内訳

授業 中における実施率は84%、 授業以外での実施

率は16%で あったc

授業 中の実施では、単元 ごとの実施が約3割 、毎

時間ごとの実施が約2割 であったe授 業以外の実施

では、定期考査時に行っている教員浴約半数を占め

ている。

(ウ)実 施形態 とその方法

実施形態においては、評価用紙 とワークシー トで

の夷施がそれぞれ4割 を占める、

評価用紙の作成は、教科 と授業担当者の割舎を合

わせると80%と な り、授業の実態に応 じた評価の工

夫を行っていると考えられる。

(エ)実 施回数

実施回数は1回 、2回 、3回 がそれぞれ2割 ずつ

を占める,年 間で10回 以上実施 している教員も2割

以上いることが分かった。

評価方法は5割 の教員が段階別評価で行ってお り、

自由記述式は約3割 であったn段 階別評価では、5

段階評価が最 も多かった。

け)評 価項 目

項 目を分類すると、「方法の理解」にあてはまる意

欲 ・関心や、内容の理解が45%を 占める。また、f目

標 の認知力」を測るための取組み姿勢が3割 を占め、

「達成状況の認知力」を測る技能の習得は約2割 程

度である。

項 目内容には、大きな偏 りがなく、ほぼ共通 した

項 目を設定 していることが分かった。

㈲ 評価結果の提示 と学 習状況の改善

評価結果を提示 している教員は約4割 である。 コ

メン トをっけて返却 したり、個人の反省 に生かされ

ている。 自己評価を行っている教員の うち、一部生

か しているものと合わせ ると、92%が それを授業改

善に生か している。

「自己評価 を行 うことによって、生徒 に授業改善

の様子が見られた」 という回答が5割 を占めたn具

体的には、自己の振 り返 りができる、友人 との差 を

認識 してや る気 になった、目標の達成に努力 しよう

とする等があった。

授業時間外
の実施内訳

毎時闇 その他}
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2「 生 徒 に よ る授 業評 価Jの 目的 と実 施

(1)「 生徒 によ る授 業評価」 の 目的 と期待 され る効果

授業評価を実施することにより、以下のような効果が期待できる。

①生徒は、授業の 目標を知 り、達成すべき目標や 目的を理解することができる、

②生徒は、教員の授業を客観的に評価することができ、授業の要望等を伝 えることができる。

③教員は、授業の達成状況を把握することにより、きめ細かで適切な指導 ・援助ができる.

④教員 は、授業の評価を通 して、授業内容 ・方法や指導力の向上に役立てることができる。

生徒による授業評価は、評価そのものが 目的ではな く、評価結果を出発点 とし、教員の授業改善に資

することを目的 としている。さらに、評価結果を校内研修等で活用 し、個々の教員の授業改善を通 して、

学校全体の教育力の向上を図ることを目指 している。

(2〕 「生徒 による授業 評価」実施 における基 本的な考 え方

生徒による授業評価の実施に当た り、実施 目的を生徒に説明 し、その結果をどのように役立てるかを

明らかにす る必要がある。 また、家庭科における 「生活力」についての意義や必要性及び学習 目標を確

実に伝えていくことも重要である。f授 業評価が授業改善のために実施する」 ということや家庭科の 目

指す ものが生徒に理解 されなければ、正 しい評価結果を得ることはできないであろう。また、生徒一人

一人が責任ある評価を行い
、その結果に基づいて個に応 じた支援が図れるようにするためには、評価用

紙は記名式 とすることが望ま しい.

なお、「生徒による授業評価」の構成要素については、実験 ・実習や座学に対応できるよう表1に 示

す、指導内容、指導方法、敢組み方、生徒への接 し方、生徒の満足度の5項 目を設定した.

表1「 生徒による授業評価」

A二 指導内容

B=指 導方法

D:生 徒 へ の接 し方

授業のね らい と内容の明確化、興味 ・関心、進め方、理解度

言葉や話 し方、時間配分、説明手順、板書の仕方、教材等の活用 とその内容、

学習方法

教員の自信と熱意.授 業準備、安全確保、発展への示唆、授業改善

生徒把握、公平性、生徒への支援、質問への対応

達成感、充実感 、好奇心、楽 しさ、生活力の育成

3自 己 評価 能 力 を高 め る評価 方 法

(1)自 己辞価能 力の育成 と自己評価

自己評価能力 とは、 自ら自己の学習活動 とその成果を判断 し、特定できる能力のことである。言い換

えれば、生徒自身が自分で学習 目標を設定し、自分の学習能力を判定 して.次 の学習に役立てることの

できる能力のことであ り、課題解決学習を有効に展開す るために重視 されてきた。 この能力の育成のた

めには、学習 目標や学習の進み具合、自己評価を記録するとい う練習を繰 り返すことが必要である、

ところで、自己評価能力には、表2に 示すように、目標の認知力、方法の理解、達成状況の認知力、

価値 の把握、評価の態度の5項 目によって構成される。 自己評価能力の高まった生徒の姿とは、「自分 自

身を的確に捉え、自己の生き方について深 く考え、よりよい方向に自らを改善 したり、軌道修正するこ

とのできる資質や能力を持っ生徒」(平成13年 度開発委員会報告書より)と捉 えた。 これ までも家庭科に

おいては、ホームプロジニク トな どの課題解決学習が実施 されてお り、自己評価 も導入 しているが、今

後はより積極的に自己評価を行い、生徒 と教員が共に学習状況を省みながら学習目標 を設定 し、授業改

善をしていかなければならない。このことは、自分自身を高いところから客観視 し、「もう一人の自分」

に反省 を繰 り返 しながら学ぶ ことにより、学ぷ側の内面の世界をよ り高めてい くことにつながる。
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表2「 生徒による自己評価」

a:目 標の認知力

b:方 法の理解

C:達 成状況の認知 力

d=価 値の把握

e:評 価の態度

達成すべき目標や課題 を知ることができる。

目標や状況 ・結果に関わる認知及び分析 ・評価の方法がわかる。

目標達成や課題解決の状況 ・結果及び方法を知ることができる。

自分自身を評価することの童義や有用性をとらえることができる.

進んで自己評価を行い、 自己の向上や成長に役立てよ うとする気持ちを持つ

ことができる.

(2)自 己評価の授業評価への位置付 け

これまで述べてきたように、自己評価は、本研究における 「生活力」の育成に必要な一っの方策であ

る.一 方で、「生徒による授業評価」の評価項 目の設定にあたり、ここに、観点別評価 と組み合わせ,関

連性 を捉えてみた。「生徒による授業評価」については、これまでも学期末等にアンケー トなどを通 して

行 っている教員も多 く、その根底には 「分かる授業づ くり」への模索が感 じられる。本研究では、それ

を さらに進 めて、教員主体にな りがちな授業評価を、客観性の確保や多様な視点の導入 という観点か ら

生徒の立場で見直 していく方法に取 り組んだ。そこで、自己評価 を繰 り返 し行 うことにより自己評価能

力を高め、生徒 と教員の相互的評価活動により生徒の取組み姿勢の改善、教員の授業改善を図ることが

できる。'

表3効 果的な評価方法と評価項目の設定例

分

類
評 価 項 目 蕪 糠

思考判断
襲襲雛

授

業

評

価

項

目

①生活力炉身につく授業だった. AE ○ ○ o

②ねらいぷ達成された授業だった。 AE o o ○

③身近に感 じられる授業だった。
■

AD o o

④先生の説明は的確でわか りやすかった。 B 0 o o o

⑤授業の進め方は適切だった。 AB 0 0

⑥黒板の使い方はわか りやすかった。 B o o

⑦教材等の内容は適切だった。 B o o o

⑧授業の準備はよくされていた。 C ○ o

⑨先生の授業への熱意ぷ感 じられた。 C o o

⑩生徒への接 し方がよかった, D o o O

⑪ もっ と深 く勉強 したい授業 だった。 CD o o o 0

⑫知りたいことがわかる授業だった。 AE o o ○

自

己

評

価

項

目

①授業に対する準備ができた。 a ○

②授業を受ける態度はよかった。 ac o o

③授業に意欲的に取組んだ。 be Q o o

④授業内容がよく理解できた, ab o o

⑤授業目標 を達成できた。 ac o o

⑥ もっと多くの ことを学び たいと思 った。 e o 0

⑦学習 したことを生活 に生 かそ うと思 う。 dε o 0 0
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皿 指 導 計 画 と 指 導 事 例

1「 家庭 総 合 」 に お け る評 価 規 準 と評 価 の観 点

生徒 の学習状況を的確に把握 し、個に応 じた指導の展開を行い、生徒一人一人が確かな学力を身に付 け

るためには、学習指導要領に基づいた評価規準を作成すること那必要である。そのために各学校において

は、評価の客観性 を高める評価規準の策定を行 うことが求められている.本 研究においては、下記に示す

国立教育政策研究所の中間まとめ(平成且5年Bfi)を参考にして評価規準を作成 したc

O普 通教科(家 庭)教 科目標

人間の健全な発達 と生活の営みを総合的にとらえ、家族 ・家庭の意義、家族 ・家庭 と社会とのかかわ

りにっいて理解 させるとともに、生活に必要な知識と技術を習得 させ.男 女が協力 して家庭や地域の生

活を創造する能力 と実践的な態度を育てる、

O各 科 目の評価の観点の趣旨

関心 ・意欲 ・態度 思 考 ・判 断 技 能 ・ 表 現 知 識 ・ 理 解

人 の一 生 と家 族 ・福 祉,衣 食 人 の一生 と家族 ・福祉 、衣食 人の一生 と家族 ・福祉 、 人 の 一 生 と家 族 ・福

家 住 、消費生活などにっいて関 住、消費生活などについて見 衣食住、消費生活などに 祉 、衣食住 、消養生活
庭 心 をもち、その充実向上を目 直 し.課 題を見付け、その解 関す る基礎的 ・基本的な などに関す る基礎 的 ・
基 指 して意欲的に取 り組むとと 決を目指 して思考を深めてい 技術を身に付けている. 基本的な知誠を身に付
礎 もに、実践的な態度を身に付 る 。 けている.

け て いる。

人 の一生と家族、子 どもの発 人の一生 と家族 、子どもの発達 人の一生と家族、子ども 人 の一生 と家族、子 ど

家 達 と保育、高齢者の生活と福 と保育、高齢者の生活と幅祉、 の罷達と保青、高齢者の もの発 達と保育、高齢
庭 祉 、衣食住 、消費生活などに 衣食住、消費生活などについて 生活 と福祉、衣食住、消 者の生活 と福祉 、衣食
維 つ いて関心をもち、その充実 見直し、生活課題を主体的に解 費生活などに関する基礎 住、消費生活な どに関
合 向上 を目指 して意欲的に取 り 決するために思考を深め、適切 的 ・基本的な技術を総合 す る基礎的 ・基本的な
組 むとともに、実践的な想度 に判断し、工夫し創造する能力 的に身に付けている。 知識を総合的に身に付
を身に付けている。 を身に付 けている。 けている。

人 の 一生 と家族 ・福祉 、消費 人の一 生 と家族 ・福祉 、消費 人の一生 と家族 ・福祉、 人の一生 と家族 ・福祉、

生 生活、衣食住、家駐生活と技 生活、衣食住、家庭生活と技 消費生活、衣食住、家庭 消費生活、衣食住 、家

活 術革新な どにっいて関心をも 術革瓢などについて見直 し, 生活 と技術革新などに関 庭生活と技術革新など
技 ち、その充実向上を目指して 課題を見付け、その解決を目 する基礎的 ・基本的な技 に関する基礎的 ・藷本
術 意欲的に取 り組む とともに、 指 して思考を深 め、適切に判 術を体験を通 して身に付 的な知識を体験を通し
実践的な韓度を身に付けてい 断 し工夫 し創造する能力を身 けてい る。 て身に付けている,
る 。 に付けて いる。

国立教育政策研 究所 中間 まとめ{平成15年朋)よ り

2

(1)

(2)

ア

イ

ウ

「生 徒 に よ る授 業 評 価 」 を生 か した 指 導 事例[事 例1]

単 元 名 消費生活 と環境

単 元 目標 ・

家計と国民経済の関係や家計の収入 と支出について理解 し、家計管理の重要性を認識する。

生活 目標達成のための経済計画や予算生活の必要性を理解する。

多様な支払い方法や消費者信用について学ぶ とともに、生活情報の活用方法や消費者の権利 ・保護
にっいて理解 し、 自立 した消費者 としての意志決定力を身に付ける。
工 環境保全 を目指 し、暮 らしの工夫 と環境負荷の少ない消費生活の実践力を身に付ける。

(3)単 元の指導計 画(全8時 間)

評 価 の 観 点指導内容 学習活動
関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知瓢 ・理解

生活を支 え 家計 と国民経済 家計管理 と国民経 家計 の収入 ・支出 家計や国民経済に 収入や支出の構成を
る経済 の 関係 について 済の関係 に関心を の種類 を考 えるこ 関する資料の読み 分類 ・説明すること
{2時 間) 理解す る.経 済 もつ ことがで きる. と がで き る.短 期 取 りが で き、 自分 ができる.

計画 の必要性を 生活 目標 と関連づ 的計画 ・長期的計 の生活設計の経済 経済計画を立てる時

理解する. けて認職す る こと 画の具体例 に気づ 計画を立てること の注意点を説明する

がで きる。 くことができる。 がで きる。 こ とが できる。

消費生活の 消費生活の変化 消費生活の変化や キ ヤ ツ シニ レス社 ク レジ ッ トカー ド 生活情報の入手方法

変化 と消費 や多様な支払い 自分の消費行動 に 会 ・消費者信用に の利用時の利点 と や情報判断能力の大

者 方法 ・消費者 信 関心を もつ こ とが ついて しくみや課 問題点をまとめる 切 さを理解すること
(2時 間) 用 につ いて理解 で き る 。 題 を考え ることが ことがで きる, が できる。

す る, で き る,
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甲 一 一 一 一 一 一 一 一 層

消費者の権
一 一 ■ 冒 ■-罹 一 ■ 畳 一 畳 冒

消費者問題やそ
層 一 邑 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

消費者問題や消費
■ 一 一 冒 ■ ■ 一 一 一 ■-FF弓-

主体的に判断・す る
唖.一 ■ 一 一 一 響 騨 冒'__騨

消費者保護機関や
■ 一 ■ 一 巳 一 一 一 一 一 　 欄 」'● ●1消費者の8つ の権利 .

利と責任 の施蹟 につ いて 者保護 につ いて関 た めに消費者 の権 法律にっいてまと と5つ の責任を説明

(2時 間} 理解す る。 心 をもっ こ とがで 利 と責任 を思考 し めることができる。 す ることができ る。
主体的に意志決 き る, なが ら消費生話 を 消費者問題への対

定で きる態度 を 振 担返 ることがで 応方法を説明する
養 う. き る 。 ことができる

消費行動 と 環境 問題 につい 消費生活 と環境問 環境負荷 の少 ない 環境に配慮 した生 企業や行政との連携
環境 て理解 し環境保 題 の関わ りにっ い 生活を具体的に考 活の工夫を実践す を理解す ることがで
(2時 間 〕 全 の実践力 を養 て闘心 をもっ こと えることがで きる。 ることポで きる。 きる.

う. ができる.

(4)題 材 名 家庭の経済と消費 生活を支える経済

(5)本 時の指導 目標

ア

イ

ゥ

エ

オ

(6)準

前時に課題 として生活 に関す る費用 の予想 を各 自が立てて くることを連絡 してお く。

(7)本 時 の 指 導 計 画cp価m■ou号 、o関心・鰍 ・齪.ロSt・n断.◎Hte・fi現.▲ 服 ・理M)

「生徒による授業評価」を通 して本時のねらいへの理解度を分析 し、授業改善を図る、

家計管理と国民経済に関心をもち、家計収支の構成や予算生活の必要性を理解する。

家計や国民経済に開する資料を読み取 り、生活殴計の経済計画が立てられる。

グループでの発表を通 して経済計画を立てる際の留意点が説明できる。

家計の学習を通 してその重要'性を理解 し自立に向けての準備ができる.

備 教科書、プ リン ト、ライフイベント等に関するパンフレッ ト、カタログ、資料

区分 指導肉容 学 習 活 動 指導上の留意点 評価規準
導 入

(5)

・本時の学習内容 と

目標の説明

・本時の内容を理解する。
・生居 を支える家計について関

心をもつ。

・本時の内癖を確認 させ、本時の授業

で何を学ぶのか目標をもたせ る。

・ワークシー トに目標を記入 させる。

・本時の 目標 を確認す

る。(O〕 ・家計に関心

をもつ.〔O〕

展 開

〔30)

(15)

(40〕

・家計の収支構成

・国民経済との関係

・経済計画の必要性

・グル ープでの調査

浩動

進学 ・結婚 ・出産 ・

住宅取得 ・高齢期

の生話貴用等

・調査結果の発衰

・家計収支の構成 について理解

する。
・社会保険料や税金について知 り

国民経済 との関係を理解する.

・家計に関する用話を理解する。

・課題で取 り組んできた1か 月

の生活費や ライフイベ ン トの

費用の予想を確認する。

・4～5人 のグループを編成 し、

1か 月の生活費並びに、ライ

フイベン トの費用を資料等を

活用して鯛査を行 う.

・ダループ ごとに鯛査結果を発

表す る。各 自で発表内容を記

録する.

・収入と支出の分類をさせ、国民経蕾

との関係を給与明細表から理解させる。
・実収入、実収入以外の収入、実支出、

実支出以外の支出.非 消曇支出、可

処分所得にっいて理解 させるg
・生活設計を立てる際の経済的資源の

必要性を理解 させる。

・予想 と実際の費用を比較させる。
・ライフイベン トを整理 し、グループ

編成できるようにす る.

・グループで協力し、積極的に資料を

活用 して調べることができるように

する。

・発表を通 して効果的なジレゼンテー珀ン

の方法を工央できるようにする。

・時間や記録に配慮 しながら進める,

・給与明細表 を読み取

ることができる。(▲)
・家計収支の構成が説

明できる.{▲}・ 収支

の分類ができる。(ロ)

・課題 を通 して具体的

に必要 な費用の予想 を

立てる二とができ る。

(◎〕・グループでの活

動方法を理解 し積極的

に参加できる。{▲)

・姿料の后用ができる。

{◎)

・わか りやすい発表が

で世る。(◎}

・記録が取れる.(◎}

ま

と

め

(10)

・ま と め ・経済計画を立てるときの注意

点を理解する。

・次時の内容 ・準備を知る。

・授業評価をする。

・短期的計画、長期的計画 についての

留意点を理解させる.
・次時の授業について説明する

。
・授業評価用抵を回収する.

・生活股計 と経済計面

の関係が理解できる。

{▲)・ 将来に生かそ う

と考えている。 〔口⑥)

(8)ま とめ

家庭経済の導入では、用語の理解 と将来の生活 目標の達成にかかる費用について考えさせ ることが重

要である。 しか し、生活体験の少ない高校生に とっては、難 しい題材 といえる。そこで導入時に1か 月

の生活費を記入させ、重要な部分はワークシー ト内でキーワー ドとしてまとめさぜることが大切であ る。

さらに、経済感覚を身に付け、1か 月の生活費や将来の生活 目標の達成にかかる費用を調査することは、

経済計画の重要性を理解する上で勧果的であった。実際の生活における実践と家庭科を学ぶ ことによっ

て育まれ る生活力は、将来への自立にとって重要なカ となる.授 業評価の実施は、生徒が漠然 と捉えて

いた暮 らしの しくみの理解度が授業前と後の変化を分析することにより、より分かりやすい授業へ と改

善でき、次の授業に生かす ことができることが分かった。
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3学 習 支 援 の 充実 を図 る指 導 事 例[事 例2]

(1)題 材 名 被服製作 「シャツ製作」

(2)本 時 の指導 目標

アr生 徒による授業評価」を行い、学習支援 の必要なに対 して重点的な実技支援を行 う。支援の効果

については、授業終了後の授業評価により確認する、

イ

ウ

⑳(

シャツ製作 にお けるポケ ッ ト付 けの縫製方法 を理解す る。

洋裁用具の活用 を図 り、安全 に取 り扱 うこ とがで きる。

本 時 の 指 導計 画

(評価規準の記号:O関 心 ・意敏 ・態度、ロ思考 ・判断、◎技能 ・表現、▲知識 ・理解)

指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価規準
・前時の実習内容の確認 ・授業評価用蔽を配布 し、 ・前時までの内容が把握でき ・先週の内容が把握できてい

導 ・本時の学習目標の碓認 先週の授業評価を記入す ているか確認する。 る.(口 ▲)

λ ・実習時の諸注意
,

る 。
・本時の内容を確認 させるu ・本時の目標を確認する.(O

20 ・ア イ ロ ン ・ ミシ ンの 珀 備 。本時の内容 と目標を確認 ・裁縫用具を安全に使用する ▲)

・進度の確認 す る。 よう指示す る。 ・夷習の遡備ができている。

1実習の準備 】 ・進度と箪備の確認 を行う
。 (o口)

展 ・ポケッ トの種類 ・作 り方を 【ポケットの種類1 ・ぷケットの稚類が理解でき ・意欲的に実習に取 り組んで

開 復習 δ ているか確認する。 いる。{O口)

・ポ ケ ッ トっ く り。
錘 ケットの勧 旗 習〕

・左前身頃が理解力宝困難であ ・ポケットっけ位置が理解で

被 ■ ポケ ッ トつけ位置の確昭 る学習支援の必要な生徒に きた.〔 ▲}
幽

服 す る。 ついて注意 し、櫨認する。 ・端 ミシン等縫 う技術が身に

実 ・縫いは じめと終わりは糸を つ いて い る。(◎ ▲)

習 結ばせる ・糸の始未ができている。(口

1ス テップ①1 ・学習支援を必屡 とする生徒 ◎△)

65 ・ポ ケ ッ トロ を三 つ 折 りに が糸先を結べたか、端 ミシ
,

・意欲的に実習に取 り組んで

し、 ア イ ロ ン を か け 、 端 ンが布端か ら落ちていない い る.(o)

ミシ ン をか け る 。　 が硝認する。 ・し る しを つ け 、 ア イ ロ ンで

・ポケットつけ実習 ・印 をつ け る よ う指 示 す る. 押さえられている。(口◎▲}

「扁1 ・ポケ ットロは縫う必要がな ・しつ けが で きた 。(口 ▲}

③ 一〉 《一 ③ ㌦口ポケッ トの周 りをしるし いことに気づかせる。 ・ポケットロを三角形に縫 う

↑
丁圏 _.寧画

通 り内側にアイロンで押

さえ、左前身頃にLつ け

・学習支援が必要な生徒に声

をかけ、進度を確認する。

ことを理解 している=(口 ▲}

・ポケットを正しく縫いつけ

② 、 糸で縫いつける. ・ポケ ットロを三角に縫 うこ ることができた。{⑨ ▲)

⑤

①縫いは じめ

↑
⑦ h;

とを理解させる。

・学習支援を必要とする生徒

が三角の部分坦縫えている

・最後まで実習に意欲的に実

習に取 り組んだ.{O)

↓
・ポケッ トの周 りを端 ミシ か確諾し,適切な指導助言

ンで縫 う.縫 う順番に注 をする,

⑤→ 意す る。

ま ・ま とめ 1 ま とめ; ・学習支援を必要とする生徒 ・ポケットの槌い方を理解す

と 齢

一

ポケッ トが絶いつけられ の進度にっいて留意する。 ること溺できた.て@▲)

め たか確認する. ・授業評価用紙を配布し、記 ・今彼の学習に生かそうと考

15 ・次時の学習内容を知る。 入接回収する。 えた。(ロ ◎)

・授業脾価をする。 ・実習用其を片付け、机の周 ・片付けができている。 〔O

・後片付けをする. りのごみを拾 う. ◎)

(4)ま とめ

1回 目の 「生徒による授業評価 」において、学習支援の必要な生徒が2名 いることが分かったeこ

の生徒 たちは、「先生の説明は的確で分か りやすか った」 「授業の進 め方は適切 だった。」の項 目が共

に 「1」 で あった。以後2名 の生徒 に対 して、特に進度 を丁寧 に確認 ・指導 し、実習時の声かけに

努めた。そ の結果、2回 目の授業評価においては、「4」にな り、学習支援 の効果を得 ることができ

た。今 後は、2回 目の授業評価 で新 たに明 らか になった、学習支援 の必要 な生徒への対応 と方法が

課題で ある。
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4自 己 の評 価 能 力 を高 め る指 導 事 例[事 例3]

(1)題 材 名 献立 と調理 朝食の献 立作成

(2)題 材 目標

ア クラス員相互の評価を通して 自己の評価能力を高め、学習活動への意欲を高める。

イ 青年期における1日 に必要な食品群別摂取量を理解 し、望ま しい朝食の献立を考えることができる。

ウ 予算や廃棄率などを考えた食材の購入計画並びに安全で能率的な作業計画を立てることができる,

工 自己の食生活の問題点に気づき、具体的解決方法を理解 し、よりよい食生活を営む態度を身につける。

オ 配膳の仕方や食事のマナーを身に付け、楽 しく食事をするための工夫がで きる。

(3)指 導計画 と指導事例(全6時 間)

評 価 の 観 点
指 導 内 容 学 習 活 動

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 披能 ・表現 知識 ・理解

献立の立て方 献立作成の手順を学ぶ。 朝食の献立を考 自己の食生活を 各班のテーマに合 献立作成を理解

(1・2時 問 目〕 これまでの調理実習から、 えるに 当た り、 振 り返 り、不足 った献立を立てる している.

生活活動強度血7歳 、食 積極的に意見を しがちな食品を こ とができる。 食品群別摂取量の

献立の作成 品群別栄養摂取量を満た 出 し合って授業 どのように生か 班員 と連携 した作 目安に達していな

す朝食の献立を作成する。 に臨ん でいる, せばよいか考え 業を行 うことがで い食品と分量を理

(実習班作業〕 ている。 き る 。 解 している。

実習の説明と作 突習に向けての確認 評価について関 時間内で完成す 献立やテーマにあ 安全 ・衛生に配

業計画 ①次時の学習方法の確認 心を持ち、授業 るための調理方 わせ た、テ ープル 慮した調理方誌

(3時 問 目) ②前 日の準備内容の把握 に対する意欲を 法 を選 択 で き コー デ ィネ イ トが を理 解 して い

③作業計画30分 以内 高め られ る。 る 。 でき る。 る.

④材料購入計画 実習に向けた打 適切な作業計画 食材を予算内で購 配膳や食事のマ

予算1,000円 以 内 ち合わせを計画 を立てることが 入 で きる。 ナーを理解 して

購入困難な食材の見直 的 に 行 っ て い で き る 。 班員 と連挽 した作 い る,

しと変更 る. 楽 し く、美味 し 業を行 うことがで 食品購入のため

⑤ テー ブル コーデ ィネ ィ く見える配膳や き る 。 の鑑別方法を理

卜計 画(食 器 、テ ー プ 盛 りつけの工夫 解 してい る。

ル クロス、配 膳) を 考えてい る.

本 時 朝食つく作業上の留意点の確認 身支度を肇えて 食品購入にあた 能率を考えた調理 作業内容を理解

り 本時の流れ説明(冊 分) 突習に取 り組ん り、必蚕な材料を 披術を身に付けて している.

く4・5時 間 目) 朝食献立の実習(30分} でいる。 用意している。 い る 。

点呼 昏 事前の準備に貴 適切な食品の選 計画通りに作業で

本時の流れ説明 任を持 って取り 別ができる。 き る 。

実 習 中の安全 ・ 組んでいる。 配膳や食事のマナ

衛生指導 一を理解 している
。

作品の記録 積極的な魑度で 盛 りっけ図通 りに 評価に対する意

作品に封する各班の評価 評価活動を行っ 仕上げられる. 義を理解 してい

辞価方法の説明 ①個人での評価(10分) ている。 る 。

②個人での評価をもとにし 班 ごとに互いの 作 品を比較 し、 自己の評価内容に 他班の献立を評

たベスト3選 び(15分) 解価結果を分桁 参考となる点や ついて説明すること 価 するにあたり、

試食 ・班での評価(15分) できる, 問題点の解決を ができる。 参考 になる点や

作業計画 表.完 成予定 意見を出し合い、行 うことが でき 改普 点について

提出物の記入方 図 」会計報告、評価 表 積極的 に参加し る 。 考えている.

法と提出に関す (個 人 、班)、 ワークシー ている。 評価結果をもと

る指示 ト、授業評価用紙の提 に班での評価規

出と記入についての確認 準 を統 一 し、作

次時の説明 次時の内容確語 〔5分) 調理室の衛 生に 品を選 出するこ

教室復元・漕掃指導 片づけ・清掃終了後、点検 配慮した片付け とができる。

を愛けて退室G5分 〕 や清掃ができる。

ま とめ(1時 間) 実習班内での意見交換と 評価結果などの 他者評価を踏ま 各班の改善点の明 評価の結果につ

評価結果の発表 献立の講評(班 ごと) 他者評価から閤 え、改善点につ 確化 と対策にっい いて認知 し課題

と講評 ①参考になった点 題点を見つけ、 いての具体的解 て説 明 押で きる。 を理解できる。

今後の食生活の ②他班へのア ドバイス 改善しようとし 決方曲を考える

在 り方 について ③改善点の発見と具体的 てい る, こ とがで きる。

確認 改善
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(4)ま とめ

食生活単元のまとめとして、 自己の食生活における問題点や課題を発見させ、現在の自分に不足 しが

ちな栄養素の適切な摂取方法を理解させるために、「朝食の献立」を行った。

短時間で、栄養バ ランスのよい献立 と調理計画を立て、食を楽 しむためのテーブルコーディネイ トを

含 めて考えさせた,ま た、実習 した作品はクラス全員で相互評価を行い、評価結果の発衰を通 して、他

班へのア ドバイスを行った。 この ことにより、評価の客観性を高め、自己の評価能力を高めることがで

きた。 このような評価活動への積極的な取組みは、自己の学習活動への意欲 を高め、問題を発見 し、改

善 しよ うとする能力の育成にっながった。

Wま と め

今年度家庭部会では、「生活力を育む指導の在 り方一生徒による授業評価を生かした授業の改善一jを 研

究 し、「生活力を育むこと」を研究の柱 とした。来年度より全校で実施 される 「生徒による授業評価」を視

野に入れ、生徒の自己評価の導入 と評価規準を活用 した評価表の作成など、教科のねらいを踏まえた評価

方法の開発 と研究を行 うとともに、授業改善に生かすことを目指 した。

そ こで、家庭科 の特性を踏まえ、評価の観点を生

か した指導計画及び指導案の作成に当た り、それに

っいて、3っ の事例研究を行った。各事例において

は、7月 に1回 目の自己評価を含む授業評価を実施

し、その結果を集計 ・分析 して授業改善を行い、9

.月には同 じ単元で、2回 目の 自己評価を含む授業評

価を行った。結果は右図の通りである。 「授業評価」

では、本研究の柱 とした 「生活力が身に付 く授業だ

った」 とい う点では成果が得 られた。 しか し、「自己

評価」か らは、学習 したことを生活に生かす実践力

の育成が課題として残った。また、「自己評価」では、

授業改善後、授業への意欲や取組み等が高まった力宝、

「授業評価」では、「身近に感 じられる」「進め方に

ついて適切」と考える生徒が若干減少 し、授業改善

の継続の必要性を感 じた.

今回の研 究の中で、きめ細かな指導 と評価を実施

すると、生徒の授業への興味 ・関心やもっと深 く学

びたい とい う意欲が高ま り、次年度の家庭科選択者

が増加 した との感想もあった。

今後 も、観点別の授業評価を活用す ることにより、

教科のね らいを踏 まえた評価方法の開発 と研究を行

うことが必要である.さ らに、授業改善に生かす評

価表については、各学校における育てたい生徒像や

教科における指導形態及び指導方法を踏まえた学校

ごとの評価表 を開発することが大切である。今後も、

教科のね らいを踏まえた指導目標の達成 を図るため、

適切な評価項 目による評価を行い、指導 と評価の一

体化を 目指 して研究開発に努めていきたい。
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